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すう広報

大島
お

　３月 29 日、町内５つの中学校の生徒会長が東日本大震災
の義援金を町へ届けました。
　各中学校では被災地の悲惨な現状を受け、少しでも役に
立ちたいという思いから、生徒会が中心となり学校内など
で募金活動を始めました。
　募金の総額は 36 万 6,520 円。「みんなの思いがつまった
募金です。一人でも多くの人を救ってください。」と椎木町
長へ手渡すと、町長は「思いやりの気持ちを持っていただ
き感謝します。被災地へ届けます。」とお礼を述べました。

被災地へ届けてください
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平成 23年度
　　　　町長施政方針

平成 23 年３月町議会定例会における町長の施政
方針を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧

　

私
が
周
防
大
島
町
二
代
目
の
町
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、
早
く
も
二

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
町
政
の
様
々

な
課
題
に
思
い
を
い
た
し
、
私
に
課
せ

ら
れ
ま
し
た
使
命
と
責
任
の
大
き
さ
を

改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
当
初
か
ら
、
世
界
的
に
厳
し
い

経
済
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
今
な
お
そ
の

尾
を
引
い
て
お
り
、
さ
ら
に
政
権
交
代

や
参
議
院
選
挙
後
の
衆
参
の
ね
じ
れ
現

象
に
よ
り
、
日
本
の
政
治
、
経
済
は
混

迷
の
度
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
財
政
の
健
全
化
を
第
一
に
掲
げ
、

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
諸
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
、
任
期
の
折
り

返
し
に
当
た
る
予
算
で
あ
り
ま
す
が
、

「
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
」
の
た
め
次
の
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
を
積
極
果
敢
に
運
営
し
て

ま
い
り
ま
す
。

①
行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進

　

本
町
に
と
っ
て
今
何
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
た
め
に
限
り
あ
る
物
・
金
・
地
域

資
源
を
ど
う
有
効
に
活
用
し
て
い
く
か

を
問
い
か
け
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
住
民
と
の
協
働
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
柱
に
、
よ
り
一

層
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
賑
わ
い
の
創
出

　

交
流
人
口
１
０
０
万
人
を
目
標
に
掲

げ
、
体
験
型
修
学
旅
行
の
促
進
や
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
よ
る
、｢

賑
わ
い

の
創
出｣

を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

③
安
全
安
心
の
一
層
の
強
化
、
取
り

　

組
み

　

防
災
関
係
機
関
や
自
治
防
災
組
織
と

の
連
携
を
図
り
、
そ
の
継
続
的
な
取
り

組
み
が
、
安
全
安
心
の
一
層
の
強
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
更
な

る
災
害
対
策
を
講
じ
ま
す
。

④
新
た
な
農
業
・
漁
業
へ
の
挑
戦

　　

農
漁
業
の
振
興
育
成
の
た
め
の
基
盤

整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、農
業
、漁
業
、

豊
か
な
自
然
や
文
化
を
機
能
的
に
活
用

し
て
滞
在
型
、
体
験
型
観
光
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
観
光
交
流
人
口
を
増
や
し
、

こ
れ
ら
を
起
爆
剤
に
産
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

⑤
自
然
と
環
境
に
優
し
い
町

　　

下
水
道
、
合
併
浄
化
槽
の
整
備
普
及
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
の
耐
震
化
を
引
き
続
き
促
進
し
ま

す
。

⑥
公
聴
制
度
の
確
立

　

公
正
で
開
か
れ
た
町
政
の
推
進
と
、

町
民
の
町
政
へ
の
参
画
促
進
の
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
公
聴
制
度

の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
次
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
、
誠
実
・
着

実
に
諸
施
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ

　

る
町
づ
く
り

　

ち
び
っ
子
医
療
費
助
成
、
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

無
料
化
や
、
町
独
自
の
上
乗
せ
を
し
ま

す
。
ま
た
新
た
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
等
接
種
を
全
額
町
負
担
で
実
施
し
ま

す
。

　

学
校
校
舎
等
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

久
賀
中
学
校
校
舎
改
築
、
東
和
中
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
化
に
取
り
組
み
、
平

成
26
年
度
末
に
は
耐
震
化
率
１
０
０
％

を
目
指
し
ま
す
。

○
働
く
意
欲
の
湧
き
出
る
町
づ
く
り

　

拡
大
傾
向
に
あ
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
防

止
の
た
め
、
防
護
柵
設
置
等
の
助
成
拡

大
や
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
、
人

材
育
成
の
た
め
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
継
続
し
、
ま
た
新
規
就
農
者
や
漁
業
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の
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

体
験
交
流
型
観
光
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
新
年
度
は
多
く
の
修
学
旅
行
生
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
受
入
れ
準
備
に
努
め

ま
す
。

○
自
然
と
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

　　

シ
ル
バ
ー
層
の
周
防
大
島
町
へ
の
移

住
対
策
の
た
め
、
空
き
家
調
査
及
び
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
の
意
向
調
査
な
ど
を

本
格
的
に
実
施
し
ま
す
。
下
水
道
に
つ

い
て
は
、
新
規
に
久
賀
地
区
及
び
大
島

地
区
の
公
共
下
水
道
整
備
計
画
を
策
定

し
、
下
水
道
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
晩
年
を
豊
か
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

　

町
づ
く
り

　　

避
難
者
の
方
々
の
不
安
解
消
を
図
る

た
め
に
、
防
災
用
品
を
備
え
た
防
災
倉

庫
を
計
画
的
に
設
置
し
、
防
火
水
槽
も

２
基
新
設
し
ま
す
。

　

住
環
境
の
改
善
と
地
元
経
済
対
策
の

一
環
と
し
て
、
住
宅
を
地
元
施
工
業
者

に
よ
り
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
新
規

に
開
始
し
、
特
に
体
験
型
修
学
旅
行
生

受
入
れ
家
庭
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
、

助
成
額
を
さ
ら
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
で
は
従
来
の
が
ん
検
診
に

加
え
て
、
前
立
腺
が
ん
の
検
診
を
新
た

に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
要
望
の
強
い
橘
斎
場

の
葬
儀
場
整
備
、
及
び
大
島
斎
場
の
和

室
等
増
築
の
調
査
設
計
を
開
始
し
、
東

和
病
院
の
未
耐
震
部
分
で
あ
る
東
棟
改

築
の
設
計
業
務
に
も
着
手
し
ま
す
。

○
次
世
代
に
素
敵
な
未
来
を
約
束
す
る

　

町
づ
く
り

　　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
よ
る
「
難

視
聴
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

網
整
備
に
よ
り
そ
の
解
消
を
図
り
、
併

せ
て
一
般
世
帯
も
含
め
加
入
負
担
金
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
下
庄
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
、
山
口
国

体
の
準
備
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化

し
、
選
手
、
関
係
者
等
が
競
技
に
専
念

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
同
時
に

機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
私
の
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

ま
じ
め
に
、
誠
実
に
、
地
道
に
、
謙
虚
に
、

そ
し
て
確
実
に
推
進
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
方

の
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

No 開催日 場所

７
11 月９日 橘（真宮）

（テーマ）周防大島町の保育について

８
11 月 10 日 橘（原）

（テーマ）台風対策および急傾斜危険対策について

ワンテーマディスカッションを開催しています

　町民の皆さんが積極的に町政運営に参画する仕組
みとして、町長自らが町民の皆さんのところに出向
き、自由な雰囲気の中でひざを交えて話し合いを行
い、町民の「声」を聴く意見交換会「町長と意見交
換会（ワンテーマディスカッション）」を実施してい
ます。
　昨年 10 月から 3 月までに開催された意見交換会
は表のとおりです。

◆申し込み・問い合わせ
　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

　３月 11 日に発生した、東北地方太平洋沖地震並
びに大津波の被災者の方々に、心よりお見舞い申
し上げます。
　また、この度の被災により亡くなられた方々に
衷心よりお悔み申し上げ、哀悼の意を表します。
　町民の皆様方には生活用品などの救援物資や、
自治会を通じての義援金にご協力いただきありが
とうございます。各総合支所・出張所・出先機関
19 か所では、４月 30 日まで義援金受付箱を設置
しています。
　本町では町民皆様方の多くの義援金のほか、町
としてもさらに５００万円の義援金を予算計上
し、併せて防災備蓄用
品（備蓄食料、飲料水、
毛布や簡易トイレ、携
帯 式 ラ ジ オ な ど 総 額
７００万円）を被災地
へ 届 け ま し た。 ま た、
町 職 員（ 保 健 師 １ 名 ）
を被災地へ派遣するな
ど、これからもできる
限りの支援・対応を進
めてまいります。

３月 18 日
岩国海上自衛隊へ防災備蓄用
品などを届け、宮城県の離島、

網
あ じ し ま

地島に送られました。

－　東日本大震災への支援等について　－
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平成 23年度当初予算
　長引く景気の低迷状態の中、増高する公的債務残高を抱え、我が国の財政運営における地方財政への影響は大変
厳しいものがあります。このたび政権交代後の初の本格的な予算編成となり、様々な新機軸が打ち出されたものの、
現実には財政再建に大きく舵を切らざるを得ない状況から、地方の財政運営にとって不安定な状況にあります。
　こうした中での予算編成となりましたが、合併時から取り組んできた大型主要プロジェクトは完了し、また平成
２２年度中に過疎自立促進計画や総合計画後期計画を策定し、これからのまちづくり指針や政策課題対応の方向性
が固まったことから、今後は「合併してよかったと実感できるまちづくり」の新しい展開と加速化を必要とする時
期を迎えたと考えられます。財政健全化の取組も徐々に効果が表れ、毎年度改善が図られつつも、厳しい状況に変
わりはありません。引き続き財政の健全性に意を配しながら、真に「幸せに暮らせる町づくり」のための政策の実
現に重点を置き、さらに地域主権の確立を目指す予算編成を行いました。
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◆一般会計・特別会計当初予算

会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 134 億５,000 万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 33 億 283 万 6 千円

後 期 高 齢 者 医 療
事 業 特 別 会 計 4 億 1,845 万 9 千円

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 31 億 2,751 万 9 千円

簡 易 水 道 事
業 特 別 会 計 9 億 2,575 万 1 千円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 4 億 7,157 万 2 千円

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3 億 1,385 万 2 千円

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 2,910 万 7 千円

渡船事業特別会計 7,670 万 4 千円

合　　計 221 億 1,580 万円

公 営 企 業 会 計
（病　　院）

予　算　額

収 益 的 収 入 46 億 6,835 万円

収 益 的 支 出 46 億 6,791 万 3 千円

資 本 的 収 入 7 億 2,780 万円

資 本 的 支 出 10 億 6,728 万 5 千円

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　

区　　　　　分 平成 21 年度末
現在高

平成 22 年度末
現在高（見込み）

平成 23 年度末
現在高（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 16 億 5,363 万 6 千円 18 億 4,335 万 9 千円 18 億 4,368 万 2 千円

減債基金 1 億 5,373 万 4 千円 3 億 5,256 万円 3 億 5,259 万円

福祉振興基金 2 億 8,020 万 8 千円 2 億 8,044 万 8 千円 2 億 8,050 万 3 千円

中山間ふるさと・水と
土保全対策基金 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円

ふるさと創生基金 3 億 689 万 1 千円 4 億 1,531 万 6 千円 4 億 721 万 3 千円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円 

奨学資金貸付基金 4,256 万 8 千円 4,277 万円 4,287 万 5 千円

土地開発基金 1 億 2,053 万 1 千円 1 億 7,056 万 5 千円 1 億 7,057 万 3 千円

ちびっ子医療費助成事
業基金 6,030 万 4 千円 4,552 万 3 千円 3,180 万 5 千円

観光振興事業助成基金 6,288 万 3 千円 4,167 万 1 千円 3,117 万 2 千円

福祉医療費一部負担金
助成事業基金 5,597 万 7 千円 4,137 万 5 千円 2,995 万 7 千円

ふるさと応援基金 0 388 万 4 千円 378 万 5 千円

ＣＡＴＶ加入促進
事業基金 0 5,940 万円 1,250 万 5 千円

外国語活動推進事業
基金 0 4,786 万 3 千円 4,217 万 6 千円

特
別
会
計

国民健康保険基金 1 億 3,196 万 1 千円 207 万 4 千円 210 万円

介護給付費準備基金 7,054 万 8 千円 866 万 5 千円 22 万 8 千円

介護従事者処遇改善臨
時特例基金 1,148 万 9 千円 542 万 2 千円 1 千円

総　合　計 29 億 8,486 万 1 千円 33 億 9,502 万 6 千円 32 億 8,529 万 6 千円

主な事業

◆地方債の状況　　　　　　　　　　　　　　　

区分 平成 21 年度末
現在高

平成 22 年度末
現在高（見込み）

平成 23 年度末
現在高（見込み）

　一般会計 228 億 2,433 万 3 千円 225 億 4,837 万 2 千円 219 億 2,586 万 7 千円

　特別会計 150 億 6,294 万 4 千円 154 億 2,566 万 9 千円 154 億 2,350 万 5 千円

簡易水道事業 36 億 4,742 万 1 千円 33 億 5,759 万 8 千円 30 億 7,669 万円

下水道事業 20 億 9,154 万 5 千円 21 億 677 万 9 千円 21 億 1,080 万 3 千円

農業集落排水事業 22 億 1,716 万 1 千円 21 億 6,815 万 6 千円 21 億 1,847 万 8 千円

漁業集落排水事業 1 億 8,561 万 7 千円 1 億 7,758 万 5 千円 1 億 6,881 万 3 千円

渡船事業 88 万 1 千円 76 万 1 千円 63 万 8 千円

公営企業 69 億 2,031 万 9 千円 76 億 1479 万円 79 億 4,808 万 3 千円

合　　計 378 億 8,727 万 7 千円 379 億 7,404 万 1 千円 373 億 4,937 万 2 千円

自然と環境にやさしい町
　＊空き家情報有効活用システム推進事業
　＊住宅用太陽光発電システム設置費事業
　＊合併浄化槽設置事業
　＊下水道整備事業

働く意欲の湧き出る町
　＊周防大島市場販路拡大事業
　＊鳥獣被害防止施設等整備事業
　＊緊急雇用創出事業
　＊体験交流型観光推進事業

安心して子供を生み
育てるられる町

　＊ちびっ子医療費助成事業
　＊読み聞かせサポート事業
　＊小中学校校舎等耐震化事業
　＊外国青年英語指導事業

晩年を豊かで
安心して過ごせる町

　＊防災備蓄倉庫・備蓄品等整備事業
　＊住宅リフォーム資金助成事業
　＊斎場建設事業
　＊東和病院東棟改築（耐震）事業

次世代に素敵な未来を
約束する町

　＊地域情報通信基盤整備推進事業
　＊福祉事務所設置事業
　＊国体経費
　＊橘地区グランド照明整備事業
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町
職
員
の
異
動　
平
成
23
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】 		



▼
議
会
事
務
局
長　

村
田
雅
典

（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）
▼
会
計

管
理
者
兼
会
計
課
長　

岡
本
洋
治

（
上
下
水
道
課
長
）
▼
総
務
部
長

星
出
明
（
政
策
企
画
課
長
）
▼
健

康
福
祉
部
長　

西
村
利
雄
（
福
祉

課
長
）
▼
久
賀
総
合
支
所
長　

西

本
芳
隆
（
総
務
課
長
）
▼
大
島
総

合
支
所
長　

北
杉
憲
昌
（
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
）
▼
東
和
総
合

支
所
長　

木
村
順
一
（
建
設
課
長
）

▼
橘
総
合
支
所
長　

東
原
平
典

（
健
康
増
進
課
長
）
▼
教
育
委
員
会

教
育
次
長　

中
野
守
雄
（
総
務
部

長
）

【
課
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
長　

松
本
康
男

（
政
策
企
画
課
地
域
振
興
班
長
）

▼
総
務
課
長　

奈
良
元
正
昭
（
財

政
課
長
）
▼
財
政
課
長　

中
村
満

男
（
財
政
課
財
政
班
長
）
▼
税
務

課
長　

福
田
美
則
（
税
務
課
徴
収

対
策
班
長
）
▼
契
約
監
理
課
長　

藤
山
忠
（
契
約
監
理
課
契
約
監
理

班
長
）
▼
健
康
増
進
課
長　

岡
野

正
徳
（
健
康
増
進
課
医
療
保
険
班

長
）
▼
福
祉
課
長　

川
口
満
彦
（
福

祉
課
民
生
福
祉
班
長
）
▼
介
護
保

険
課
長　

河
井
敏
博
（
教
育
委
員

会
総
務
課
総
務
班
長
）
▼
水
産
課

長　

秋
元
政
信
（
大
島
教
育
支
所

長
）
▼
建
設
課
長　

佐
川
浩
二
（
建

設
課
土
木
建
設
班
長
）
▼
環
境
施

設
課
長　

前
田
輝
幸
（
久
賀
教
育

支
所
長
）
▼
上
下
水
道
課
長　

木

原
毅
（
上
下
水
道
課
下
水
道
班
長
）

【
班
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
地
域
振
興
班
長　

豊
永
充
（
政
策
企
画
課
）
▼
総
務

課
消
防
防
災
班
長　

林
輝
昭
（
総

務
課
）
▼
財
政
課
財
政
班
長　

平

田
勝
宏
（
教
育
委
員
会
総
務
課
学

校
統
合
推
進
班
長
）
▼
税
務
課
徴

収
対
策
班
長　

光
井
文
夫
（
上
下

水
道
課
）
▼
契
約
監
理
課
契
約
監

理
班
長　

浜
野
和
人
（
福
祉
課
）

▼
健
康
増
進
課
医
療
保
険
班
長　

藤
本
幸
一
（
健
康
増
進
課
）
▼
福

祉
課
民
生
福
祉
班
長　

近
藤
晃

（
福
祉
課
）
▼
商
工
観
光
課
商
工

観
光
班
長　

舛
本
公
治
（
商
工
観

光
課
）
▼
商
工
観
光
課
体
験
交
流

推
進
班
長　

浜
口
巧
（
商
工
観
光

課
商
工
観
光
班
長
）
▼
農
林
課
土

地
改
良
班
長　

大
川
博
（
農
林
課
）

▼
水
産
課
水
産
班
長　

瀬
川
洋
介

（
建
設
課
）
▼
建
設
課
土
木
建
設
班

長　

中
村
光
宏
（
税
務
課
）
▼
上

下
水
道
課
下
水
道
班
長　

山
本
正

和
（
上
下
水
道
課
）
▼
東
和
総
合

支
所
総
合
窓
口
班
長　

石
田
由
喜

男
（
油
田
出
張
所
長
）
▼
橘
総
合

支
所
地
域
支
援
班
長　

浜
本
秀
男

（
水
産
課
水
産
振
興
班
長
）
▼
教

育
委
員
会
総
務
課
総
務
班
長　

浜

本
一
郎
（
農
林
課
土
地
改
良
班
長
）

▼
社
会
教
育
課
社
会
教
育
班
長　

田
村
真
澄
（
総
務
課
消
防
防
災
班

長
）
▼
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
班

長
兼
久
賀
公
民
館
長　

政
田
光

浩
（
久
賀
教
育
支
所
生
涯
学
習
班

長
）
▼
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
班

長
兼
大
島
公
民
館
長　

古
崎
敏
雄

（
大
島
教
育
支
所
生
涯
学
習
班
長
）

▼
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
班
長
兼

橘
公
民
館
長　

青
木
一
郎
（
橘
教

育
支
所
生
涯
学
習
班
長
）

【
一
般
職
】

○
総
務
部

▼
会
計
課　

岡
本
祐
子
（
上
下
水

道
課
）
▼
政
策
企
画
課　

谷
口
正

義
（
建
設
課
）　

田
中
政
彦
（
上

下
水
道
課
）　

山
本
勲
（
総
務
課
）

▼
総
務
課　

木
谷
学
（
教
育
委
員

会
総
務
課
）　

斎
藤
裕
也
（
久
賀
総

合
支
所
）　

竹
本
香
織
（
久
賀
総

合
支
所
）
▼
財
政
課　

藤
本
倫
夫

（
税
務
課
）
▼
税
務
課　

岡
本
義
雄

（
政
策
企
画
課
）　

江
本
克
也
（
農

林
課
）　

平
田
拓
也
（
東
和
総
合
支

所
）　

稲
村
省
吾
（
新
採
用
）

○
健
康
福
祉
部

▼
健
康
増
進
課　

村
田
真
弓
（
会

計
課
）　

今
村
竜
太
郎
（
新
採
用
）

中
西
正
志
（
生
活
衛
生
課
）
▼
福

祉
課　

橋
本
実
（
県
柳
井
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
）　

末
武
良
浩
（
財

政
課
）　

岡
田
忍
（
社
会
教
育
課
）

梅
木
義
弘
（
農
林
課
）
▼
介
護

保
険
課　

井
上
和
子
（
福
祉
課
）

▼
蒲
野
保
育
所　

浜
田
清
美
（
日

良
居
保
育
所
）

○
産
業
建
設
部

▼
商
工
観
光
課　

林
泰
彦
（ 

県

中
山
間
地
域
づ
く
り
推
進
室
）

▼
農
林
課　

西
村
寿
海
（
税
務
課
）

▼
水
産
課　

杉
山
安
英
（
上
下
水

道
課
）
▼
建
設
課　

藤
谷
昌
弘
（
財

政
課
）　

青
山
徳
幸
（
東
和
総
合
支

所
）

○
環
境
生
活
部

▼
生
活
衛
生
課　

岡
崎
浩
一
（
大

島
総
合
支
所
）　

島
元
仁
志
（
健
康

増
進
課
）
▼
上
下
水
道
課　

伊
藤

悠
貴
（
新
採
用
）　

小
川
幸
治
（
税

務
課
）　

枝
川
和
雄
（
水
産
課
）　

井
宮
昌
美
（
大
島
総
合
支
所
）　

西

村
加
代
子
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
）

○
総
合
支
所

▼
久
賀
総
合
支
所　

永
田
広
幸

（
健
康
増
進
課
）
▼
大
島
総
合
支
所

平
本
敦
子
（
福
祉
課
）
▼
東
和
総

合
支
所　

岡
本
文
彦
（
上
下
水
道

課
）　

西
村
幸
人
（
生
活
衛
生
課
）

▼
橘
総
合
支
所　

中
原
政
光
（
介

護
保
険
課
）

○
教
育
委
員
会

▼
教
育
委
員
会
総
務
課　

中
原
藤

雄
（
政
策
企
画
課
）
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課　

江
中
悠
子
（
総
務

課
）

○
県
実
務
研
修

▼
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

中
富
和
志
（
橘
総
合
支
所
）

○
休
職

▼
職
員
労
働
組
合
在
籍
専
従　

　

大
久
保
弘
史
（
建
設
課
）

【
退
職
】

　
　
　
（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
）

▼
木
元
眞
琴
（
議
会
事
務
局
長
）　

▼
田
村
敏
範
（
健
康
福
祉
部
長
）　

▼
山
本
定
雪
（
久
賀
総
合
支
所
長
）

▼
川
元
文
雄
（
大
島
総
合
支
所
長
）

▼
八
幡
清
治
（
橘
総
合
支
所
長
）　

▼
菊
本
雅
喜
（
東
和
総
合
支
所
長
）

▼
舛
重
久
人
（
介
護
保
険
課
長
）　

▼
山
本
祥
司
（
水
産
課
長
）

▼
福
村
和
春
（
橘
教
育
支
所
長
）

▼
上
元
勝
見
（
契
約
監
理
課
長
）　

▼
吉
岡
信
二
（
税
務
課
長
）

▼
中
本
佐
砂
敏
（
橘
総
合
支
所
地

　

域
支
援
班
長
）

▼
岡
原
良
美
（
東
和
総
合
支
所
総

　

合
窓
口
班
長
）

▼
福
井
久
枝
（
総
務
課
）

▼
嶋
本
博
子
（
日
良
居
保
育
所
）　

▼
岡
元
幸
子
（
大
島
教
育
支
所
）
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公
営
企
業
局
の
異
動　
（
平
成
23
年
４
月
１
日
付
）

【
異
動
・
採
用
】（　

）
内
は
旧
所
属

○
東
和
病
院

▼
医
師　

金
子
奈
津
江
（
新
採
用
）

▼
看
護
長　

神
田
里
枝
子
（
新
採

用
）
▼
看
護
師　

上
利
香
月
（
新

採
用
）・
石
戸
那
奈
（
新
採
用
）・

伊
藤
ひ
か
り
（
新
採
用
）・
柏
井
あ

ず
さ
（
新
採
用
）・
嶋
市
千
代
（
新

採
用
）・
原
田
奈
美
（
新
採
用
）・

松
瀬
彩
乃
（
新
採
用
）・
森
川
優
子

（
新
採
用
）・
山
本
剛
（
新
採
用
）・

吉
原
亜
梨
沙
（
新
採
用
）
▼
事
務

村
井
一
晶
（
新
採
用
）

○
橘
病
院

▼
事
務
長　

三
浦
智
明
（
東
和
病

院
）
▼
看
護
師	

松
原
裕
子
（
新

採
用
）・
宮
本
晴
奈
（
新
採
用
）

▼
事
務　

木
元
哲
平
（
新
採
用
）

○
大
島
病
院

▼
薬
剤
師　

山
中
翔
太
（
新
採
用
）

▼
看
護
師　

鴨
川
実
希
（
新
採

用
）・
茶
木
恵
子
（
新
採
用
）・
楢

田
亜
佐
子
（
新
採
用
）・
村
重
真
実

（
新
採
用
）・
酒
見
裕
美
（
新
採
用
）

▼
事
務　

尾
崎
孝
行
（
新
採
用
）

○
や
す
ら
ぎ
苑

▼
事
務
長　

森
本
守
（
さ
ざ
な
み

苑
）
▼
看
護
師　

草
野
み
ゆ
き
（
橘

病
院
）
▼
介
護
福
祉
士　

宝
迫
光

明
（
新
採
用
）・
村
上
優
子
（
新
採

用
）

○
さ
ざ
な
み
苑

▼
事
務
長　

柳
原
繁
（
橘
病
院
）	

▼
介
護
福
祉
士	

堀
田
和
希
（
新

採
用
）

○
大
島
看
護
専
門
学
校

▼
学
校
長　

松
永
正
代
（
新
採
用
）

▼
教
員　

岡
村
啓
司
（
東
和
病

院
）・
野
村
由
香
里
（
大
島
病
院
）・

片
山
美
由
紀
（
新
採
用
）

【
退
職
】（　

）
内
は
旧
所
属

　
　
　
（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
）

▼
医
師　

田
辺
和
也

　
（
東
和
病
院
）	

▼
看
護
長　

岩
重
紀
代
子

　
（
東
和
病
院
）	

▼
調
理
員　

林
昌
代

　
（
大
島
病
院
）	

▼
事
務
長　

山
根
優
二

　
（
や
す
ら
ぎ
苑
）	

▼
看
護
主
任　

弘
山
あ
さ
子

　
（
や
す
ら
ぎ
苑
）	

▼
学
校
長　

三
吉
規
子

　
（
大
島
看
護
専
門
学
校
）	

▼
教
務
主
任　

矢
田
フ
ミ
ヱ

　
（
大
島
看
護
専
門
学
校
）

▼
教
員　

中
村
敦
子

　
（
大
島
看
護
専
門
学
校
）

　全国瞬時警報システムは、地震の初期微動や
津波の発生、ミサイル発射情報など時間的に余
裕のない事態が発生した場合に、国が人工衛星
と専用回線を用いて情報を送信し、町の防災行
政無線を自動的に起動、住民のみなさんに素早
く伝達するシステムで、本町では平成 20 年３
月から運用を開始しております。
　緊急の際には、昼夜を問わず、屋内の個別受
信機及び屋外の拡声子局（スピーカー）の防災
行政無線を利用し、最大音量で放送するように
なります。
　３月 11 日㈮、午後４時過ぎに放送の津波注
意報発表は、全国瞬時警報システムによるもの
です。
　これらの放送を聞いた時は、落ち着いて行動
してください。本システムで伝達する情報は次
のとおりです。
　①緊急地震速報（震度５弱以上）
　②大津波警報
　③津波警報
　④津波注意報
　⑤国民保護関係
　（大規模テロ、航空・ミサイル攻撃情報等）

◆問い合わせ　総務課
　☎０８２０（７４）１０００

全国瞬時警報システムとは
　

平
成
22
年
度
の
国
保
会
計
の
最
終
補
正
予
算
は
、
３

月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
療
費

の
増
高
お
よ
び
国
の
補
助
金
等
の
減
少
等
を
見
込
み
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
さ
ら
に
９
千
82
万
円
追
加

し
、
当
初
予
算
と
合
わ
せ
１
億
５
千
82
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
国
保
の
１
世
帯
当
た
り
約
３
万
４
千

円
に
な
り
、
今
年
度
の
財
源
不
足
額
が
約
２
億
８
千
万

に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
33
億
2
百
83
万
６
千
円
で
議
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
は
財
源
不
足
の
為
に
歳
出
額
に
未
計
上

の
１
億
４
千
６
百
万
円
余
り
が
あ
り
、
次
の
６
月
議
会

に
お
い
て
税
率
改
定
を
含
め
検
討
し
提
案
す
る
予
定
で

す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２

国
保
会
計
が

　

ピ
ン
チ
に
な
っ
て
い
ま
す
⑤
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町
で
は
、
春
（
５
・
６
月
）
と
秋
（
9
・

10
月
）
に
ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
別
案
内
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
冊

子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く

読
み
、
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　

生
後
３
か
月
～
90
か
月
（
７
歳
６
か
月
）

未
満
で
２
回
接
種
が
終
了
し
て
い
な
い
お
子

さ
ん

○
受
付
時
間

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

○
持
参
す
る
も
の

　

・
予
診
票

　

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
た
方
は
受
け
る

　
　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

春
季
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
ご
案
内

ポリオワクチン投与春季日程
対象地区 実施日 対象者生年月日 会場

久賀 ５月 11 日㈬ 平成 15 年 11 月 13 日
～平成 23 年２月 10 日 しまとぴあ

スカイ
センター大島 ５月 18 日㈬ 平成 15 年 11 月 20 日

～平成 23 年２月 17 日

東和 ５月 25 日㈬ 平成 15 年 11 月 27 日
～平成 23 年２月 24 日 東和総合

センター橘 ６月１日㈬ 平成 15 年 12 月 3 日
～平成 23 年 2 月 28 日

予備日 ６月８日㈬ 上記実施日に接種でき
なかったお子さん

しまとぴあ
スカイ

センター

※
都
合
の
悪
い
方
は
、
他
の
会
場
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
の
会
場

で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

　

ポ
リ
オ
接
種
後
の
二
次
感
染
を

　

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

ポ
リ
オ
服
用
後
は
便
中
に
は
，
15
～
37

日
間
（
平
均
26
日
間
）
に
わ
た
っ
て
，
ウ

イ
ル
ス
が
便
に
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
便
を

介
し
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど

に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
接
種

後
の
子
ど
も
の
お
む
つ
替
え
を
行
う
際

は
、
便
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
石
鹸
等

で
念
入
り
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
骨
粗
鬆
（
こ
つ
そ
し
ょ
う
）
症
検
診

　

腰
痛
や
寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る
骨
折
を

予
防
す
る
た
め
に
、
骨
量
・
骨
密
度
の
測
定

を
行
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

周
防
大
島
町
に
住
民
票
を
有
し
、
平
成
23

年
度
（
平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３

月
31
日
）
に
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
と
な
る
女
性

▼
歯
周
疾
患
検
診

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
、
歯
を
失
う
原
因
と
な
る
虫
歯
や
歯

周
病
を
早
期
に
発
見
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

周
防
大
島
町
に
住
民
票
を
有
し
、
平
成
23

年
度
（
平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３

月
31
日
）
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
と

な
る
方

骨
粗
鬆
症
検
診
・
歯
周
疾
患
検
診
に
つ
い
て

○
実
施
機
関　

　

町
内
の
委
託
医
療
機
関
、
歯
科
医
院
で
個

別
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
自
己
負
担
金　

１
０
０
０
円

※
70
歳
の
方
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。

○
検
診
期
間　

　

６
月
１
日
㈬
～
10
月
31
日
㈪

▼
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

自
ら
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無
に
つ

い
て
認
識
し
、
肝
炎
に
よ
る
健
康
障
害
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
、
症
状
を
軽
減
、
進
行
を
遅
延
さ
せ
る

た
め
に
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

周
防
大
島
町
に
住
民
票
を
有
す
る
41
歳
以

上
の
方
（
昭
和
46
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
で
、
こ
れ
ま
で
当
該
検
診
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方

○
実
施
機
関　
　

　

町
内
の
委
託
医
療
機
関
で
個
別
検
診
を
行

い
ま
す
。

○
自
己
負
担
金　

１
７
０
０
円

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
、
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。

○
検
診
期
間　
　

　

６
月
１
日
㈬
～
平
成
24
年
２
月
29
日
㈬

◎
骨
粗
鬆
症
検
診
、
歯
周
疾
患
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

　

後
日
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
へ
、
検

診
の
ご
案
内
や
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
方
で
、
検
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

検

診

の

ご

案

内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４
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緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
は
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
等

に
対
し
て
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
の
雇
用
就
業
等
の
機
会
を
創
出
・
提
供

す
る
等
の
事
業
を
実
施
し
、こ
れ
ら
の
方
の
生
活
の
安
定
を
図
る
事
業
で
す
。

　

商
工
観
光
課
・
水
産
課
・
建
設
課
・
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
業
に
よ

り
下
表
の
と
お
り
、
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
な
内
容
や
お
問
合
わ
せ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

○
平
成
21
年
４
月
か
ら
本
緊
急
雇
用
事
業
に
よ
り
雇
用
さ
れ
、
既
に
12
か
月

雇
用
さ
れ
た
方
は
、
雇
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
失
業
者
で
、
解
雇
通
知
書
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
廃
業
届
な
ど
が

あ
る
場
合
は
提
出
。

　
（
解
雇
通
知
書
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、廃
業
届
な
ど
が
無
い
場
合
は
、

履
歴
書
の
み
の
提
出
。）

○
性
別
・
年
齢
は
、
不
問
。（
未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
。）

○
期
間
満
了
後
の
更
新
な
し
。

○
作
業
に
関
す
る
草
刈
機
等
の
道
具
・
移
動
等
の
燃
料
や
経
費
等
は
、
全
て

作
業
員
負
担
。

○
問
い
合
せ
お
よ
び
受
付
時
間
は
、
各
担
当
い
ず
れ
も
月
～
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

○
面
接
終
了
後
の
履
歴
書
返
却
な
し
。

○
履
歴
書
を
送
付
の
場
合
は
、

（
商
工
観
光
課
・
水
産
課
・
建
設
課
の
場
合
）

　

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
５
１
３
４　

周
防
大
島
町　

産
業
建
設
部
○
○
課

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
担
当
者　

宛
て
に
送
付　

　
（
※
○
○
の
欄
に
は
、
応
募
す
る
各
担
当
課
名
を
記
入
の
こ
と
。）

（
教
育
委
員
会
の
場
合
）

　

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２　

　

周
防
大
島
町
大
字
平
野
２
６
９
‐
44　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

　

周
防
大
島
町　

教
育
委
員
会　

総
務
課

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
担
当
者　

宛
て
に
送
付

担当課 商工観光課
☎７９‐１００３

水産課
☎７９‐１００４

建設課
☎７９‐１００５

教育委員会
☎７８‐０７００

作業期間 ５月～１０月
( 各月 15 日程度 )

５月・８月・１０月
( 各月 10 日程度 )

５月～１０月
( 各月 10 日程度 )

５月～１０月
( 各月 15 日程度 )

作業場所   ・歌碑公園
  ・自光寺川公園他

  ・町内の漁港
  ・海岸公園

  ・町道
  ・オレンジロード

  ・廃校学校周辺
  ・教育委員会管理地他

募集人員 ４名 ５名程度 １２名程度 ３名程度

作業内容 草刈作業・集草作業・清掃作業・その他美化推進に係る作業

賃金 時給　１, ７２０円

作業時間 午前８時 30 分～午後５時 30 分 ( 作業時間８時間 )（昼休憩１時間）

応募資格 周防大島町に住所を有する方で、雇止めや離職などにより失業状態にある方

応募手続 市販の履歴書に明記の上、郵送若しくは、各課へ直接提出

受付期間 ４月 25 日㈪　　午前 10 時まで

面接日 ４月 26 日㈫　面接場所、詳細な時間等は、個々へ連絡します

緊急雇用創出事業に伴う作業員を募集します

東
日
本
大
震
災
に
係
る

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
に
、
町
営
住
宅
を
貸

し
出
し
ま
す
の
で
、
お
知
り

合
い
等
で
住
宅
に
お
困
り
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
町

生
活
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
入
居
対
象
者

　

市
町
村
が
発
行
す
る
当
該

震
災
に
係
る
罹
災
証
明
書
の

交
付
を
受
け
ら
れ
た
方

■
提
供
戸
数

　

町
内
16
戸

■
入
居
で
き
る
期
間

　

６
か
月

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班

　

☎
７
９
‐
１
０
１
０
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（
平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
・
敬
称
略

　

任
期
・
平
成
25
年
11
月
末
日
ま
で
）

○
久
賀
地
区

　

濵
村
治
一
（
洲
崎
）

　
【
担
当
区
域
】
洲
崎
・
港
町
・
戎
町

○
大
島
地
区

　

末
葊
肇
（
小
山
田
南
）

　
【
担
当
区
域
】
前
港
・
後
港
・
小

　

山
田
北
・
小
山
田
南

○
橘
地
区

　

大
田
光
則
（
三
ツ
松
東
）

　
【
担
当
区
域
】
三
ツ
松
東

■
平
成
22
年
度
選
挙
功
労
者

　

柳
田
治
生
さ
ん
（
土
居
）

（
周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
） 表

彰

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
主
に

脳
の
生
理
状
態
を
よ
く
す
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
脳
の
機
能
を

鍛
え
る
「
旅
行
ま
た
は
料
理
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
い
ず
れ
か
を
組
み
合

わ
せ
て
、
脳
を
鍛
え
る
習
慣
を
身

に
つ
け
、
認
知
症
を
予
防
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

※
予
防
を
考
え
る
な
ら
、
元
気
な
時

か
ら
の
取
り
組
み
が
効
果
的
で
す
！

◆
対
象
者　

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
～

79
歳
ま
で
の
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
で
、
週
１
回
、

４
か
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
こ
と
が
可
能
な
方

◆
募
集
人
数　

　

１
グ
ル
ー
プ
７
～
８
名
程
度

（
先
着
順
と
し
ま
す
。）

◆
実
施
期
間　

　

６
月
～
９
月

※
約
４
か
月
（
計
16
回
）、
週
１
回

２
時
間
の
活
動
で
す
。

※
参
加
申
し
込
み
の
状
況
に
よ

り
、
実
施
時
期
等
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

○
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
と
知
的
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
旅
行
ま
た
は
料
理
の
い
ず
れ
か
）

を
併
せ
て
行
い
ま
す
。（
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
始
前
に
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
お
よ
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
測
定
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。）

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
主

治
医
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
詳
し
く
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
説

明
会
に
て
ご
説
明
し
ま
す
。）

○
知
的
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

は
、
希
望
の
多
い
方
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
４
か
月
間
は
、
活
動
を
支
援
す

る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
つ
き
ま

す
が
、
そ
の
後
は
自
主
グ
ル
ー
プ

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

◆
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
材

料
費
等
実
費
徴
収
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険

課
介
護
予
防
班
（
た
ち
ば
な
ケ
ア

プ
ラ
ザ
内
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

※
申
込
書
は
、
各
地
区
の
総
合
支

所
や
出
張
所
に
も
置
い
て
あ
り
ま

す
が
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。
電
話
で
参
加
申
し
込

み
を
さ
れ
る
際
は
、
ご
希
望
の
会

場
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
（
旅
行

ま
た
は
料
理
の
い
ず
れ
か
）
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

◆実施場所および日時
会　　場 日　　程

　久賀地区 　久賀総合センター 毎週火曜日 午後１時３０分～３時３０分

　大島地区 　しまとぴあスカイセンター 毎週木曜日 午後１時３０分～３時３０分

　東和地区 　東和総合センター 毎週金曜日 午後１時３０分～３時３０分

　橘地区 　橘総合センター 毎週金曜日 午後１時３０分～３時３０分

地
域
型
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳
を
鍛
え
る
グ
ル
ー
プ
活
動
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

周
防
大
島
町
消
防
団

（
任
期
満
了
に
よ
る
新
体
制
）

◆
任
期　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

　

平
成
25
年
３
月
31
日

　

団
長
（
東
和
支
部
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
正
行

　

橘
支
部
団
長　
　

松
田
孝
史

　

久
賀
支
部
団
長　

中
田
信
雄

　

大
島
支
部
団
長　

村
田
満
晴　

※
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
伊
勢
良
久
団

長
・
山
本
衛
久
賀
支
部
団
長
が
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
さ

ん
が
決
ま
り
ま
し
た
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　各保健センターで健康相談を行います
ので、ご利用ください。こんなことを相
談してみませんか？
　・母子健康手帳の交付　
　・予防接種の受け方は？　
　・子どもの発育について
　・特定健診や各種健診の結果の見方
　・生活習慣病の予防について　等
　健康づくりについての相談も受け付け
ます。

※たちばなケアプラザでは常時相談を受
け付けますので、ご利用ください。

◆問い合わせ　
健康増進課　健康づくり班

☎０８２０（７７）５５０４

   保健師による健康相談を
   ご利用ください

　

平
成
22
年
度
は
、
補
助
金
交
付

申
請
等
の
受
付
か
ら
交
付
は
Ｊ
Ａ

山
口
大
島
が
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
度
よ
り
周
防
大
島

町
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
補
助
の
対
象
と
な
る
資
材

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の

被
害
防
止
対
策
の
た
め
に
、
設
置

す
る
電
気
牧
柵
、
防
護
ネ
ッ
ト
、

金
網
柵
、
ト
タ
ン
柵
等
の
防
護
柵

の
資
材

◆
補
助
対
象
と
な
る
者

○
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

○
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
の
世
帯
全
員
が
町
税
お
よ

び
使
用
料
等
の
滞
納
が
な
い
者

◆
補
助
の
対
象
等

○
町
内
の
農
家
等
が
耕
作
す
る
農

地
又
は
農
用
地
施
設
に
農
作
物

等
の
被
害
防
止
対
策
の
た
め
に
、

２
０
０
㎡
以
上
の
農
地
ま
た
は
農

業
用
施
設
に
防
護
柵
を
設
置
す
る

場
合

◆
補
助
金
の
額

○
補
助
金
の
額
は
、
防
護
柵
の
設

置
に
要
し
た
資
材
費
の
２
分
の
１

以
内
で
す
。

○
１
件
あ
た
り
５
万
円
が
上
限
で

す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

農
林
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

＜各保健センターでの健康相談の日時＞
○久賀保健センター（久賀総合支所内）
　毎月第１・第３木曜日 8:30 ～ 11:30

○大島保健センター
（しまとぴあスカイセンター）
　毎月第１・第３水曜日 8:30 ～ 11:30

○東和保健センター（東和総合支所内）
　毎月第１・第３火曜日 8:30 ～ 11:30

農　家　等　申　込　者

申請書
添付書類
・事業実施個所の
わかる図面「地籍
図」等
・見積書の写し
・その他

周
防
大
島
町
が
補
助
す
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

被
害
防
止
の
た
め
の
防
護
柵
の
種
類
が
拡
充
さ
れ
ま
す

ま
た
、
事
務
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

補助金交付請求書
添付書類
・完成写真
・領収書の写し
・口座振込依頼書
・その他

周　防　大　島　町　農　林　課

事務手続きフロー図

申 請 者 の 指
定 さ れ た 口
座 に 補 助 金
の振込

①
②

③
④

交付決定
通知書（却下）

申
請

請
求交付　決定

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
に
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
事
業

を
行
う
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
募
集
要
項
や

様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
総
合
支
所
窓
口
で
入
手

で
き
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
団
体

　

周
防
大
島
町
を
主
た
る
活
動
範
囲
と
し
、
３
名
以
上
で
構
成

さ
れ
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
の
み
ま
た
は
団
体
の
運
営
経
費
・

備
品
等
の
取
得
を
目
的
と
し
な
い
団
体
。

◆
対
象
事
業

①
新
た
な
個
性
や
特
性
を
育
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
を

　

形
成
す
る
事
業

②
地
域
の
個
性
や
特
性
に
磨
き
を
か
け
る
人
材
育
成
事
業
、
魅

　

力
発
揮
事
業

③
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
機
運
を
育
む
イ
ベ
ン
ト
、　

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
事
業

◆
補
助
金
額

　

一
団
体
へ
の
支
援
は
、
事
業
費
の
９
割
以
内
と
し
、
上
限
を

50
万
円
と
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
24
年
２
月
末
ま
で
に
事
業
が

終
了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

　

５
月
９
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７
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「 たくさんの想い出がつまった
   学び舎　椋野小ありがとう    」

椋野小学校閉校記念特集
３月 31 日をもって椋野小学校は閉校しました。
明治６年２月に開校し、138 年余にわたる輝かしい歴史と伝統を
築いて、地域文化の発展に多大な貢献をしてきた椋野小学校。
閉校記念特集として掲載します。

●椋野小として最後の児童・先生
５年生２名　４年生３名　３年生１名
先生７名・事務員１名

●見守り隊感謝の会　３月３日
児童の登下校の安全を見守り続けてき
た見守り隊。感謝の会では児童といっ
しょに、ゲームをしたり給食を食べた
りしました。

●閉校式　３月 19 日
閉校式では全校児童で、お世話になっ
た地域の方々や校舎などに対して、感
謝の気持ちを表現しました。

138 年余にわたる輝かしい歴史

●最後の運動会　９月 19 日

▲昭和 20 年頃の校舎
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１
年
の
時
、
椋
野
小
に
転
校
し
て
き
ま
し
た
。
大
き

な
い
ち
ょ
う
の
木
が
立
っ
て
い
て
花
い
っ
ぱ
い
の
学
校

で
し
た
。

　

毎
年
11
月
に
、
い
ち
ょ
う
の
木
に
ち
な
ん
だ
椋
野
小

な
ら
で
は
の
行
事
、
い
ち
ょ
う
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
学

習
発
表
会
を
し
た
り
、昔
の
遊
び
や
ぎ
ん
な
ん
釣
り
ゲ
ー

ム
で
地
域
の
方
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

行
事
を
と
お
し
て
、
何
を
す
る
に
も
協
力
が
必
要
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。祭
り
で
は
い
も
が
ゆ
の
お
い
し
か
っ

た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と

う
、
さ
よ
う
な
ら
。」
と
言
い
た
い

で
す
。
地
域
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

に
。
５
年
間
学
ん
だ
校
舎
に
。
思
い

出
を
い
っ
ぱ
い
つ
め
こ
ん
で
く
れ
た

椋
野
小
に
。
椋
野
小
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
、
次
の
学
校
で
も
持
っ

て
い
る
力
を
発
揮
し
た
い
で
す
。

　

♪ 

か
お
る
歴
史
に 

か
が
や
い
て

　
　
　
　
　
　
　

す
く
す
く
の
び
る 

い
ち
ょ
う
の
木

 　

元
椋
野
小
学
校
長 

中
原
秀
吉 
先
生
が
作
詞
を
さ
れ
た
校

歌
の
一
節
で
す
。
明
治
39
年
３
月
、
当
時
の
藤
井
千
代
松
校

長
先
生
が
苗
木
を
準
備
さ
れ
、
卒
業
生
の
皆
様
が
卒
業
記
念

と
し
て
植
樹
さ
れ
た
い
ち
ょ
う
の
木
は
、
以
来
、
児
童
の
心

の
支
え
と
な
り
、
椋
野
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

 　

椋
野
小
学
校
の
児
童
は
、
ま
さ
に
い
ち
ょ
う
の
木
の
よ
う

に
大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
空
に
向
か
っ
て
ま
っ
す

ぐ
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

 　

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
椋
野
小
学
校
は
閉
校
い

た
し
ま
す
が
、
い
ち
ょ
う
の
木
の
教
え
は
、
こ
れ
か
ら
も
長

く
児
童
の
心
に
生
き
つ
づ
け
る
も
の
と
確
信
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
よ
り
、
椋
野
小
学
校
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
数
々
の
ご
厚
情
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
椋
野
小
学
校

　
閉
校
に
あ
た
っ
て
」

　

校
長　

茶
木
克
昌

椋野小学校　沿革
「
あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら
」

椋
野
小　

５
年　

川
田
竜り

き暉
く
ん

　

平
成
18
年
か
ら
、
児
童
の
登
下
校
の
安
全
を
見
守
る
、
見

守
り
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
椋
野
小
の
卒
業
生
で
す
。
私
の
時
に
は
１
ク
ラ
ス
40

名
ぐ
ら
い
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
６
年
生
の
時
に
修
学
旅
行

で
広
島
・
宮
島
に
行
っ
た
こ
と
が
今
で
も
い
い
思
い
出
で
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
建
設
関
係
の
会
社
に
就
職
し
、
会
社
の
仲

間
と
楽
し
く
、
明
る
く
、
皆
で
協
力
し

合
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
成
し
遂

げ
て
い
く
と
い
っ
た
、
人
間
的
な
基
礎

を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
が
母
校
椋
野
小

で
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
で
子
ど
も
が
少
な
く
な

り
、
椋
野
小
が
閉
校
に
な
る
の
は
非
常

に
寂
し
い
気
持
ち
で
す
。
椋
野
小
あ
り

が
と
う
。

「
私
を
育
て
て
く
れ
た
椋
野
小
」

　

椋
野
ふ
れ
あ
い
見
守
り
隊　

　
　
　
　
　
　

竹
本
厚
三
さ
ん

　
　
　
　
　
昭
和
29
年
３
月
（
卒
業
）

● 11 月６日　いちょう祭り
椋野小学校校歌に歌われているシ
ンボルのイチョウの木は、明治 39
年３月、当時の藤井校長が苗木を準
備し、卒業生の皆さんが卒業記念と
して植樹されたもので、長年にわた
り児童を見守り続けてきました。

明治  ６年　　林 霊俊宅に創立　大島第二小学区第
　　　　　　二小学校と称す
明治 25 年　　小学校令改正により椋野尋常小学校
　　　　　　となる
昭和 31 年　　久賀町立椋野小学校となる
昭和 35 年　　学校給食実施
昭和 49 年　　校旗制定　創立１００周年記念式典
昭和 54 年　　屋内運動場（屋内体育館）落成
平成   ３年　　緑の少年隊を結成
平成  ５年　　新校舎落成（鉄筋コンクリート３階
　　　　　　建て）
平成 16 年　　大島郡４町合併のため周防大島町立
　　　　　　椋野小学校となる
平成 18 年　　椋野ふれあい見守り隊発足
平成 23 年　　久賀小学校と統合のため椋野小学校
　　　　　　閉校　

椋
野
小
学
校

＜３月 19 日　閉校式　校旗納め＞
茶木校長から椎木町長へ校旗が手渡さ
れました。
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３
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、
第
15
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大

島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
広
島
県
竹

原
市
の
バ
ン
ス
ポ
竹
原
Ｆ
Ｃ
と
、
３
連
覇
を
目
指
す
宇
部
Ｆ
Ｃ
が
対

戦
。
２
対
０
で
バ
ン
ス
ポ
竹
原
Ｆ
Ｃ
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
サ
ッ
カ
ー
会
場
で
は
、
大
島
郡
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
中
心
と
な

り
東
日
本
大
震
災
へ
の
募
金
活
動
を
行
う
と
も
に
、
被
災
地
の
サ
ッ

カ
ー
少
年
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
よ
う
と
、
試
合
球
や
日
頃
使
用
し
て
い
る
練
習
ボ
ー
ル
を
募
集

し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
約
50
個
の
ボ
ー
ル
に
は
寄
せ
書
き
が
さ
れ
、

被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。　

第
15
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

心 を 込 め て
メッセージを
書きました

▲初優勝を飾った
バンスポ竹原ＦＣ

▲

　

３
月
３
日
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
町
文
化
振
興
会
橘
支
部
主
催

に
よ
る
、
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
は
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、

広
島
市
で
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
を
調
律

師
の
矢
川
光
則
さ
ん
（
広
島
市
）
が

所
有
者
か
ら
譲
り
受
け
て
修
復
し
た

も
の
で
す
。

　

矢
川
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
全
国
で
約

５
５
０
か
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。

県
内
で
は
６
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
当

日
は
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
Ｙ
ａ
Ｋ
ｏ

さ
ん
（
岩
国
市
）
が
曲
を
披
露
し
、

来
場
者
は
ピ
ア
ノ
演
奏
を
通
じ
て
、

平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

被
爆
ピ
ア
ノ
で
ジ
ャ
ズ
を
披

露
し
た
Ｙ
ａ
Ｋ
ｏ
さ
ん

▲コンサートの後、ピアノの音色を楽しむ来場者

被爆ピアノコンサート▼
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錦城神楽団による神楽公演

　

３
月
12
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
の
錦
城

神
楽
団
に
よ
る
神
楽
公
演
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
体
が
一
つ
で
頭
と
尾
が
八

つ
の
大
蛇
を
須
佐
之
男
命
（
す
さ
の
お

の
み
こ
と
）
が
退
治
す
る
神
話
「
八
岐

大
蛇
（
や
ま
た
の
お
ろ
ち
）」
と
、
事

代
主
命
（
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と
）
が

大
鯛
を
釣
り
上
げ
、
豊
か
な
平
和
な
世
の

中
に
な
っ
た
と
い
う
神
話「
恵
美
須
舞（
え

び
す
ま
い
）」
を
上
演
。

　

八
岐
大
蛇
で
は
、
須
佐
之
男
命
が
大

蛇
を
退
治
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
展
開

に
、客
席
か
ら
喚
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

観
光
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た

　

町
で
は
再
編
交
付

金
を
活
用
し
、
観
光

案
内
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。
設
置
場
所

は
町
内
の
観
光
施
設

６
か
所
と
、
大
島
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
（
広

域
農
道
）
の
交
差
点

な
ど
17
か
所
で
す
。

　

観
光
案
内
看
板
は

町
内
の
史
跡
や
海
水
浴
場
な
ど
を
示
し
て
お

り
、
ま
た
主
な
観
光
施
設
を
写
真
入
り
で
紹

介
す
る
な
ど
、
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

▲文化交流センター横に設置してある
観光案内看板

お
い
で
ま
せ
！

　
　
山
口
国
体

■
問
い
合
わ
せ

　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体　

　

周
防
大
島
町
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
５
３

平成 23年度
国体開催
シリーズ⑩

　

３
月
12
日
、
お
も
て
な
し
や
会
場
美
化
、
ま

た
交
通
整
理
な
ど
に
当
た
っ
て
大
会
の
運
営
を

支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

土
曜
日
の
夕
方
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、『
県
き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー
』

の
方
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
や
心
構

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
ま
た
本
町
職
員
に
よ
る
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
会
場
で
の
活
動
説
明
に
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
当
日
の
活
動
が
楽
し
み
」
と
の
声
も
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
形
で
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
国
体
に
参
加
で

き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
疑
問
や
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
国
体
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

http://suo-oshim
a-kokutai.net/

　
アーチェリー競技　
10 月７日㈮～９日㈰
ハング・
パラグライディング競技
９月 10 日㈯

開催期日

▲大蛇を退治する須佐之男命
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お知らせ４月

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
与
額　

月
額
２
万
円

■
申
込
方
法

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

は
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
貸
与

願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書
類
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
１
箇
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
周
防
大
島

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
公
民
館

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

周
防
大
島
町
奨
学
資
金

ご
支
援
の
お
願
い

　

高
校
生
を
応
援
す
る
た
め
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

　

今
年
度
も
、
浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
場
所

　

各
総
合
支
所
お
よ
び
上
下
水
道
課

■
補
助
対
象
区
域

　

下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
区
域

以
外
の
区
域

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
事
業
お
よ
び
募
集
数

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
（
２
ユ
ニ
ッ
ト
定
員
18
人
）

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　

　
（
１
事
業
所
）

■
受
付
期
間　

　

４
月
15
日
㈮
か
ら
平
成
23
年
５

月
16
日
㈪
ま
で

※
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
介
護

保
険
班
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
３

介
護
予
防
教
室
で
指
導
す
る

運
動
指
導
員
（
臨
時
職
員
）

募
集

■
募
集
人
員　

若
干
名

募
集

■
応
募
資
格

・
運
動
指
導
に
関
す
る
資
格
を
持

ち
、
高
齢
者
に
対
す
る
運
動
指
導

経
験
の
あ
る
方　

・
各
教
室
開
催
に
伴
い
変
則
勤
務

が
可
能
な
方

■
勤
務
内
容
等

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
温
水

プ
ー
ル
教
室
や
介
護
予
防
教
室
で

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
指

導■
勤
務
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間

　

６
月
１
日
㈬
～
９
月
30
日
㈮

（
更
新
あ
り
）

　

各
教
室
が
開
催
さ
れ
る
予
定
日

と
そ
の
時
間
（
変
則
的
教
室
あ
り
）

■
勤
務
場
所

　

周
防
大
島
町
内

■
面
接
日
・
場
所

　

別
添
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
お

よ
び
資
格
者
証
（
写
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
２
１

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

浄
化
槽
の

  

大
き
さ

補
助
金
額

５
人
槽

33
万
２
千
円

７
人
槽

41
万
４
千
円

10
人
槽

54
万
８
千
円
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お知らせ４月

介
護
支
援
専
門
員
等

臨
時
職
員
募
集

■
資
格

　

介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
・

社
会
福
祉
士　
　

若
干
名

■
業
務
内
容

　

高
齢
者
の
総
合
相
談
、
介
護
予

防
支
援
業
務
等

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

5
月
1
日
～
平
成
24
年
3
月
31
日

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

■
勤
務
場
所

　

西
安
下
庄
３
９
２
０
‐
21

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内

　

周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
期
限

　

4
月
22
日
㈮
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
６

自
衛
官
等
を
募
集

◎
一
般
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

　
（
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
大
学
院
に
お
い
て
修
士
の
学
位
を

受
け
た
者
に
つ
い
て
は
28
歳
未
満
の

者・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
学
を
卒

業
し
た
者
ま
た
は
外
国
の
大
学
を
卒

業
し
た
者

■
受
付
期
間

　

５
月
６
日
㈮
ま
で（
締
切
日
必
着
）

■
試
験
日

　

筆
記
試
験　

　

５
月
14
日
㈯　

　　

筆
記
式
操
縦
適
正
検
査

　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

　

５
月
15
日
㈰

　

　独立行政法人国立病院機構岩国医療センターは、
県東部地域の第三次救命救急センターとして 24 時
間体制で一刻を争う救急患者や集中的治療が必要
な入院患者を中心に診療を行っています。
　しかし、医師不足および救急外来を受診する軽
症の患者数の増加などにより、緊急性を要する重
篤な患者の診療に支障をきたすなど、救命救急セ
ンターの運営が困難になりつつあります。
　安全で、質の高い医療を提供するため、周防大
島町の皆様は、まずは、町内医療機関の休日当番
医もしくは町立病院をできるだけ利用していただ
くようお願いします。
　今後は救急体制改善のため、岩国医療センター
に時間外・休日の受診時には、その都度一定額を
負担していただくことになりますが、皆様のご理
解をお願いします。

◆開始日および請求額　
　4 月 1 日から診療ごとに５, ２５０円
◆対象時間帯　
　平日午後５時 15 分～翌日午前 8 時 30 分
　土曜・日曜・祝日（年末年始含む）の終日
◆請求の例外　
　次のいずれかに該当する場合、ご負担の必要は
ありません。
①入院となった場合
②当院を受診した当日に、当院医師の指示を受け
　て再度受診した場合
③他院から緊急で受診するよう指示を受けて受診
　した場合（紹介状が必要）
④注射・処置等の予約で受診した場合
⑤救急外来で死亡された場合（死亡後に当院へ搬
　送された場合を除く）
⑥生活保護中の受診
⑦交通事故・労働災害
※救急車で来院されても入院を要しない場合、
５, ２５０円を負担していただきます。

◆問い合わせ　
　独立行政法人国立病院機構　岩国医療センター
　企画課（医事）　　　
　☎０８２７（３１）７１２１

◎
一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格

　
（
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

５
月
６
日
㈮
ま
で（
締
切
日
必
着
）

■
試
験
日

　

５
月
21
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
南
町
3
丁
目
8
番
4
号　

　

荒
田
ビ
ル
2
階

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

■
日
時　

　

７
月
11
日
㈪

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
10
時
）

■
場
所

　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　
（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２
）

■
申
込
期
間

　

５
月
２
日
㈪
～
５
月
23
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

４月から岩国医療センターを
時間外・休日に受診した時に別途料金
が必要になりました
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さ
つ
き
園
で
は

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

　

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
さ

つ
き
園
（
西
屋
代
）
で
は
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て

協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

　

５
月
31
日
㈫
ま
で

■
内
容　

・
さ
つ
き
園
の
利
用
者
と
一
緒
に

楽
し
く
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
方

・
利
用
者
・
職
員
に
作
業
の
指
導

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
け

る
方

■
実
施
期
間

　

４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で

■
来
所
日　

　

月
２
日
程
度
を
予
定

　
（
時
間
は
応
相
談
）

■
作
業
内
容　

　

工
芸
（
陶
芸
・
手
芸
・
モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル
）、農
耕
（
野
菜
・
椎
茸
栽
培
、

柑
橘
皮
む
き
）、
ウ
エ
ス
加
工
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
さ
つ

き
園
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

さ
つ
き
園　

担
当　

園
長　

古
川

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
３
５
６

海
技
免
状
更
新
講
習

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
有
効

期
限
は
５
年
で
す
。
有
効
期
間
満

了
日
の
１
年
前
か
ら
更
新
期
間
に

入
り
ま
す
。

※
小
型
船
舶
操
縦
士
で
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
方
の
講
習
も
同
時
に

行
い
ま
す
。

※
今
回
は
、
海
技
士
の
更
新
講
習

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
講
習
日
時　

　

４
月
24
日
㈰

　

受
付
開
始　

午
後
０
時
30
分
～

　

講
習
開
始　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

※
持
参
品
、
料
金
等
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

㈳
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

☎
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

第
24
回 

大
島
医
学
会

公
開
講
演
会

■
日
時

　

５
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

お
知
ら
せ

　
「
ご
み
は
収
集
日
に
何
で
も
出

せ
ば
よ
い
。」
と
言
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
出
し
方
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
大

切
な
の
が
分
別
で
す
。「
ま
ぜ
れ
ば

ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
分
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
が

で
き
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
み
の
分
別
は
大
変
な

作
業
で
す
が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用

　

平
成
21
年
度
に
お
い
て
周
防
大

島
町
の
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
費

用
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の

費
用
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
年
１
万
６
９
円
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
処
理
費
用
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
の
量
が
増
え
る
と
当

然
に
収
集
、
処
理
す
る
経
費
も
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
「
必
要
と
し
な
い
も
の
は
買
わ

な
い
、
求
め
な
い
。」
と
言
う
考

え
で
ご
み
の
減
量
化
に
心
が
け
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
で
費
用
が
軽
減
で

き
ま
す
。

◆
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

①
正
し
く
分
別
し
て
い
な
い
場
合

や
収
集
日
時
を
間
違
え
た
場
合

は
、
収
集
し
ま
せ
ん
。
注
意
事
項

の
記
載
さ
れ
た
貼
り
紙
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
正
し
く

分
別
し
て
次
回
の
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
ご
み
の
排
出
は
指
定
袋
を
使
用

し
、
必
ず
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
指
定
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、

縛
っ
て
指
定
袋
（
氏
名
を
記
入
し

た
も
の
）
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
指
定
袋
以
外

の
も
の
に
入
れ
て
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※
可
燃
ご
み
の
中
に
、
ビ
ン
や
缶

な
ど
の
不
燃
ご
み
は
絶
対
に
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。（
最
近
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。）

③
必
ず
お
住
ま
い
の
自
治
会
で
決

め
ら
れ
た
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管

理
や
運
営
は
各
自
治
会
で
行
っ
て

お
り
、
他
の
自
治
会
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
会
社
・
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
（
旅

館
）・
病
院
・
商
店
な
ど
の
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
事
業
系
ご

み
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
の
責

任
と
負
担
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、「
家
庭
ご
み
分
別
の

手
引
き
」、「
50
音
順
ご
み
収
集
区

分
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
家
庭
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
関
す
る

　

こ
と　
　
　

　

生
活
衛
生
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

○
産
業
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に
関

　

す
る
こ
と

　

柳
井
環
境
保
健
所
生
活
環
境
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

▼
家
庭
ご
み
の
減
量
と
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 ごみ処理にかかった費用 ２億２８９万９千円

 可燃ごみの量 ５０２９ｔ

 不燃ごみの量
 リサイクルした量 ６８６ｔ

 最終処分した量 ９７ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　（平成 21 年度）
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取
引
ま
た
は
証
明
に
使
う
「
は

か
り
」
は
計
量
法
の
定
め
に
よ
り
、

２
年
に
１
回
行
わ
れ
る
定
期
検
査

に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
、

定
期
検
査
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
「
は
か
り
」
を

お
持
ち
の
方
は
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

関
係
者
の
方
（
平
成
21
年
に
受

検
さ
れ
た
方
）
に
は
、
事
前
に
郵

送
で
通
知
し
ま
す
が
、
取
引
・
証

明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
を
お

持
ち
で
あ
る
の
に
郵
送
が
届
か
な

い
方
、
ま
た
は
新
規
に
事
業
を
始

め
た
方
で
取
引
・
証
明
に
使
用
す

る
「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

商
工
観
光
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
「
取
引
・
証
明
」
と
は
？

○
「
取
引
」

　

有
償
、
無
償
で
あ
る
と
を
問
わ

ず
、
物
ま
た
は
役
務
の
給
付
を
目

的
と
す
る
業
務
上
の
行
為
。（
は
か

り
を
使
っ
て
物
を
売
買
し
た
り
、

品
物
の
運
送
・
保
管
等
に
伴
い
、

そ
の
量
に
よ
り
料
金
等
を
決
め
る

場
合
な
ど
）

○
「
証
明
」

　

公
に
ま
た
は
業
務
上
、
他
人
に

一
定
の
事
実
が
真
実
で
あ
る
旨
を

◆検査の日程および場所
検査日 時間 場所

５月 11 日㈬
13：00 ～ 14：00 自然休養村管理センター
15：00 ～ 15：30 佐連会館
16：00 ～ 16：30 旧沖家室小学校

５月 12 日㈭
  9：00 ～ 10：00 油宇公民館
10：30 ～ 12：00 油田出張所
13：30 ～ 14：30 和田出張所

５月 13 日㈮ 13：00 ～ 15：00 日良居出張所

５月 16 日㈪
13：00 ～ 15：00 白木出張所
15：30 ～ 16：30 周防大島町商工会東和支所

５月 17 日㈫
  9：30 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

橘総合支所

５月 18 日㈬
11：00 ～ 12：00 蒲野農村環境改善センター
13：30 ～ 15：00 沖浦農村環境改善センター

５月 19 日㈭
11：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

大島文化センター

５月 20 日㈮
  9：30 ～ 10：30 椋野公民館
11：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

農業者健康管理センター

表
明
す
る
こ
と
。（
は
か
り
で
量
っ

た
量
を
相
手
等
へ
知
ら
せ
る
行
為

で
、
病
院
や
学
校
ま
た
は
保
育
園

な
ど
で
健
康
診
断
等
に
用
い
る
も

の
な
ど
）

■
検
査
に
持
参
す
る
も
の

・
は
か
り
（
清
掃
し
た
も
の
）

・
手
数
料

※
た
だ
し
、
計
量
士
に
よ
る
代
行

検
査
を
受
け
た
「
は
か
り
」
は
、

こ
の
検
査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

ま
た
は
㈳
山
口
県
計
量
振
興
協
会

☎
０
８
３
（
９
８
６
）
２
５
９
１

　
　

は
か
り
の
定
期
検
査　

～　

今
年
は
定
期
検
査
受
検
の
年
で
す　

～

■日時　
　４月 29 日㈮
　午前 10 時～午後４時
■スタート会場
　スパーク大島
　（役場大島庁舎前）
■内容
　大島八十八か所霊場の内、屋代平野に点
在している十八か所をご家族の方などと一
緒にお大師堂めぐりをお楽しみいただきま
す。
■問い合わせ　
　㈳周防大島観光協会
　☎０８２０（７２）２１３４

■
演
題

　
「
骨
粗
鬆
症
と
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
」

■
講
師

　

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
ス
ポ
ー

　

ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー　

　

岩
本
潤 

先
生

■
問
い
合
わ
せ

大
島
郡
医
師
会
（
嶋
元
医
院
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
１
０

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
が
い
者
等
が
所
有
も
し

く
は
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ

い
て
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請
期
限
は
５
月
24
日
㈫
で
す
。

　

な
お
、
減
免
の
で
き
る
自
動
車

は
一
人
の
障
が
い
者
に
つ
き
普
通

自
動
車
等
を
含
め
、
一
台
に
限
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
軽
自
動
車
税

　

税
務
課　

課
税
第
１
班　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

○
自
動
車
税

　

柳
井
県
税
事
務
所　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
１
２
１

お大師堂めぐり　歩け歩け大会

今年は水前寺清子さんがゲストで参加！
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催
し

石
風
呂
入
浴
と
旧
道
散
策
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

古
く
か
ら
周
防
大
島
で
親
し
ま

れ
た
石
風
呂
の
入
浴
体
験
を
開
催

し
ま
す
。

　

旧
地
家
室
往
還
道
を
散
策
し
て

の
植
物
観
察
会
も
同
時
に
実
施
し

ま
す
。

■
日
時　

４
月
30
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

　

地
家
室
石
風
呂

※
石
風
呂
に
入
浴
の
際
は
綿
製
の

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
て
下

さ
い
。

　

タ
オ
ル
・
着
替
え
・
昼
食
を
各

自
ご
持
参
下
さ
い
。

■
定
員　

30
名

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
主
催　

　

地
家
室
石
風
呂
伝
承
会

■
後
援　

　

大
島
の
道
を
あ
る
く
会

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

干
し
た
け
の
こ
づ
く
り

体
験
学
習
を
開
催

　

長
期
の
保
存
が
可
能
な
干
し
た

け
の
こ
の
作
り
方
、
調
理
方
法
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時　

4
月
24
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時

■
場
所　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
研
修
室　

山
口
県
大
島
郡

周
防
大
島
町
平
野
４
１
７
‐
11

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
定
員　

20
名
（
参
加
者
多
数
の

場
合
は
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
分
け

～
春
コ
ー
ス
～

○
夏
み
か
ん
の
加
工
品
づ
く
り

・
日
時　

５
月
12
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
場
所　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

４
月
27
日
㈬

※
昼
食
あ
り
。

○
き
ゃ
ら
ぶ
き
と
苺
大
福
づ
く
り

・
日
時　

５
月
14
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

・
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
中
瀬
田
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

７
～
８
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

４
月
27
日
㈬

※
昼
食
あ
り
。

○
布
わ
ら
じ
づ
く
り

・
日
時　

５
月
15
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

７
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

４
月
27
日
㈬

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
サ
ザ
エ
飯
づ
く
り

・
日
時　

５
月
28
日
㈯

　

島
ス
ク
エ
ア
で
は
平
成
23
年
度
講
座
と
し
て
、

４
つ
の
コ
ー
ス
を
５
月
か
ら
順
次
開
講
し
ま
す
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
周
防
大
島
を
元
気
に
し
た
い
、

あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
受
講
料
無
料
）

◆
起
業
家
養
成
基
礎
コ
ー
ス
（
6
月
開
講
予
定
）

　

周
防
大
島
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
や
新

規
事
業
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
学
ぶ

◆
Ｗ
ｅ
ｂ
・
動
画
ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
コ
ー
ス

（
5
月
開
講
予
定
）

　

写
真
な
ど
静
止
画
編
集
の
基
礎
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作

知
識
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
構
築
、
動
画
の

企
画
・
撮
影
・
編
集
・
配
信
の
方
法
を
学
ぶ
。

◆
商
品
開
発
起
業
コ
ー
ス
（
6
月
開
講
予
定
）

　

周
防
大
島
の
農
漁
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発

の
流
れ
（
商
品
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
製
造
・
販
売
）

を
学
ぶ
。

◆
体
験
型
観
光
起
業
コ
ー
ス
（
6
月
開
講
予
定
）

　

都
市
と
の
交
流
人
口
増
加
の
き
っ
か
け
と
な
る

体
験
学
習
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
民
泊
経
営
の
基
礎
知

識
を
学
び
、
体
験
学
習
で
の
指
導
実
習
を
体
験
。

○
説
明
会

・
日
時

　

４
月
23
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　

４
月
26
日
㈫　

午
後
７
時
～
８
時

　

４
月
28
日
㈭　

午
後
７
時
～
８
時

・
会
場　

大
島
商
船
高
専　

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.oshim

a-k.ac.jp/shim
a-sq/

　
（
島
ス
ク
エ
ア
で
検
索
）

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
小
松 

１
０
９
１
番
地 

1　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
内

○
事
務
局　

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
６
７
３

○
総
務
課
企
画
係  

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
４
５
７

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

m
ikanjim

a@
oshim

a-k.ac.jp　

　

http://w
w

w
.oshim

a-k.ac.jp/shim
a-sq/

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
５
２

起業家養成塾「島スクエア」受講生募集

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

・
場
所　

橘
地
区　

実
施
者
宅

　
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
７
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

５
月
18
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

行
田　

美
穂

　
　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ４月

竜崎温泉温水プール指導日（４月 21 日～５月 20 日）

実施日

４月 　22 日㈮、26 日㈫、27 日㈬

５月
　10 日㈫、11 日㈬、13 日㈮、17 日㈫、18 日㈬、
　20 日㈮

※指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　事情により変更することがあります。
◆問い合わせ　介護保険課介護予防班☎ 0820（77）5530

特　設　人　権　相　談　所
　◆日　　時　５月９日㈪　午前９時 30 分～正午

　◆場　　所　久賀総合センター

　◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、

　　　　　　　離婚などあらゆる生活上の心配事

　◆相 談 員 　 人権擁護委員

　◆問い合わせ　福祉課　
　　☎０８２０（７７）５５０５

　デジタル化によりテレビが見れなくなる難
視地区解消のため、ケーブルテレビの整備を
進めています。一部の地域で、ケーブルテレ
ビによるテレビの視聴が可能になりました。
　４月からは難視聴地
区だけでなく一般の地
区でもケーブルテレビ
の受付を開始します。

◆問い合わせ　
　㈱アイ・キャン
　☎０１２０‐１８９２３４
　政策企画課
　☎０８２０（７４）１００７

難視地区で
ケーブルテレビによる視聴開始

周
防
大
島
町
健
康
増
進
計
画
（
後
期
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た

《
お
い
し
く
食
べ
て
元
気
に
！
》

　　

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
生
涯
を
健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
、
関
係
機
関
、

行
政
が
協
力
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
、
周
防
大
島
町
健
康
増
進
計
画

（
後
期
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
生
活
習
慣
に
関
係
の
深
い
、

８
領
域
で
構
成
し
、
各
領
域
ご
と
の
目
標
と

取
り
組
み
の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　　
　

①
栄
養
・
食
生
活

　
　

②
運
動
・
身
体
活
動

　
　

③
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　
　

④
た
ば
こ

　
　

⑤
ア
ル
コ
ー
ル

　
　

⑥
歯
と
口
の
健
康

　
　

⑦
循
環
器
疾
患
・
糖
尿
病

　
　

⑧
が
ん

　

推
進
方
法
と
し
て
は
「
お
い
し
く
食
べ
て

元
気
に
！
」
と
い
う
食
の
テ
ー
マ
か
ら
取
り

組
み
、
各
領
域
へ
と
健
康
づ
く
り
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
広
報
誌
４
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
ま
す
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
で
す
。
自
分
の
身
体
や
生
活
に

目
を
向
け
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

◆
周
防
大
島
町
健
康
増
進
計
画
（
後
期
計
画
）

　

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

▲策定委員会の風景
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

発達クリニック 12 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 17 日㈫ 13：00 ～ 14：00

4 月

21 日㈭ 健康相談〈8：30 ～ 11：30 久賀総合支所〉

22 日㈮
思春期・ストレス相談〈10：00 ～ 15：00　【要予約】〉

【申込先】柳井健康福祉センター☎ 0820‐22‐3631

23 日㈯

24 日㈰
休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉
干したけのこづくり体験学習

〈14：00 ～ 15：00　周防大島文化センター〉

25 日㈪

26 日㈫

27 日㈬
1 歳 6 か月児健康診査

〈13：00 ～ 13：30（受付）たちばなケアプラザ〉

28 日㈭
育児相談

〈10：00 ～ 11：30　しまとぴあスカイセンター〉

29 日㈮
休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉
お大師堂めぐり歩け歩け大会

〈10：00 ～ 16：00　スパーク大島〉

30 日㈯
石風呂入浴と旧道散策

〈10：00 ～ 14：00　地家室石風呂〉

5 月

1 日㈰ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

2 日㈪

3 日㈫ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

4 日㈬ 休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

5 日㈭ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

6 日㈮
こころの健康相談〈久賀福祉センター【要予約】〉 

【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504

7 日㈯

8 日㈰
休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
郡壮年軟式野球大会

〈9：00 ～ 15：00　片添多目的グラウンド〉

9 日㈪
特設人権相談所

〈9：30 ～ 12：00　久賀総合センター〉

10 日㈫
子宮（頚部）がん検診・乳がん検診

〈蒲野農村改善センター〉

11 日㈬

子宮（頚部）がん検診・乳がん検診
〈沖浦農村改善センター〉 

育児相談
〈10：00 ～ 11：30　東和総合センター 2 階和室〉

12 日㈭ 結核・肺がん検診〈沖浦・志佐地区〉

13 日㈮
子宮（頚部）がん検診・乳がん検診

〈しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30　たちばなケアプラザ〉

14 日㈯

15 日㈰
休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉
橘親睦球技大会

〈8：30 ～ 13：30　橘ウインドパークほか〉

16 日㈪ 結核・肺がん検診〈小松・屋代地区〉

17 日㈫

健康相談〈8：30 ～ 11：30 東和総合支所〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30　久賀福祉センター集会室〉 
子宮（頚部）がん検診・乳がん検診

〈しまとぴあスカイセンター〉

18 日㈬
健康相談〈8：30 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉 
結核・肺がん検診〈三浦地区〉

19 日㈭
健康相談〈8：30 ～ 11：30 久賀総合支所〉 
結核・肺がん検診〈小松地区〉

20 日㈮

《 ５ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

相談内容 実施日 時間

思春期・ストレス相談 27 日㈮ 10：00 ～ 15：00
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人の動き（４ 月１日現在）

人　口 １９, ４６５人（112 人減）

男 ８, ７７６人

女 １０, ６８９人

世帯数 １０, ２７０戸（27 戸減）

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 23 年２月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１７ １ １９

前年比

＋７ ±０ ＋９

物損事故件数

４６ 前年比 －１

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
マ
ツ
ヤ
印
刷
所

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。


